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倶知安観光協会 夏のトピック
・スカイバスニセコ
・ニセコサマーカレッジ
・アーティスト イン レジデンス（アーティストワーケーション）
・MICE商談会

エリアトピック
・東急不動産㈱ 様
・日本ハーモニーリゾート㈱ 様
・㈱高橋牧場 様
・後志総合振興局 地域政策課 様
・北電興業㈱ 様

講話「ニセコリゾートにおける医療の現状と課題について 〜逼迫する地域救急医療〜」
講師：師井 邦竹 氏（ニセコインターナショナルクリニック院長）

本日の次第（10:30～12:00）

第１部

第２部



倶知安観光協会トピック



①スカイバスニセコ
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地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業（DMO枠）

ニセコエリアの夏に
オープントップバスを走らせる！

～グリーンシーズンの需要創出
と滞在満足度の向上を目指す～ 



１． 目的（何故、この事業を行うのか？）
これまでニセコエリアにおいて二次交通は長年の課題であり、本事業をもって4
年後の自走化を目指す。特に広域（倶知安町・ニセコ町）を網羅するシャトルア
クセスの延伸化、旅行者の利便性を高めるハブ＆スポークの整備、新幹線駅開業
後を見据えたスマートアクセス、高速道延伸後のパーク＆ライド型などリゾート
としての「あるべき交通ネットワーク」を実現したい。
先ずは繁閑差の課題であったグリーン期の底上げに象徴的な＊オープントップバ
スの導入により旅行者のみならず地域住民にとっても楽しめるエンターティンメ
ントと地域コンテンツと合わせたナイトタイムエコノミー市場の創出を狙う。こ
れによりDMOが地域全体の回遊性を高めて経済波及の広域化に強力に寄与する
事業とする。また、2030年度の新幹線開業を見据えての事業化も視野に次年度
（3年目）はより事業性を意識した展開をしていく。
＊オープントップバスはエンターティメント性が高く感染対策にも有効である

事業名：ニセコエリアにおける二次交通の広域化とエンターティンメント化事業

２． 実施概要
実施期間（予定） 令和５年7月15日～９月３日
（１）誰が行うのか？
DMOが主体で行う。ニセコエリアを担う倶知安観光協会とニセコリゾート観光協会（旅行業）が連携を行った。
（２）誰に対して行うのか？（ターゲット）
①国内観光客・・・  特にサマースティ長期滞在のアクセス、 ディトリップ、温泉、買い物需要がある。道の駅での乗り換え

（パーク＆ライド）の需要も創出、域内乗客についてはシャトル（移動型）のニーズとも合致した。
②道内観光客・・・  道央圏からの日帰り客にはパーク＆ライ ドの推進とCO2削減につながるエコドライブの推進とエンタメ度向上によ

バスそのもののエンターティンメント化と乗車目的の創出を狙った。
③MICE（特にMI市場）・・・ コロナ禍で海外からニセコへのシフトが進み実施期間中のエクスカーションを見込む（海外からのシフト）
④インバウンド・・・ 主要ホテルからの利用を見込む（昨年度は水際の再開が遅れ国内在住の外国人に限られた）
⑤地域住民・・・ エンタメ性を高めることで地域住民の利用も促進、昨年度は全体の3割の乗客が町民であった。

 
（３）何を行うのか？
感染対策に有効なオープントップバスを利用し、1）ニセコエリア広域シャトルの運行 倶知安⇔花園⇔ひらふ⇔ビレッジ⇔ニセコ、2）テーマ型周遊ツアー
バスの運行、ひらふ・ニセコ双方から乗車可能なテーマ型周遊バス
「景観」「SDGｓ」「人物」「酒」「イベント」「トピック」などを盛り込んでアテンダントが紹介しながら案内する
3）ナイト号の運行 倶知安⇔花園⇔ひらふ⇔ビレッジ⇔ニセコ 全て実施できた。

（４）どこで行うのか？
運行エリアはニセコエリア（倶知安～ニセコ町）これまでにない両町の連携が加速できた。

３．数値（定量）目標と検証結果
（１）数値結果目標と達成状況
【アウトプット（当初目標）】
シャトルバス（平日昼間）・・・1日４往復便運航設定
 ナイト号（夜間）・・・・・・・・・週末祝前日運行設定
周遊ツアーバス・・・・・・・・・計6本以上の運行設定

＊実績としてシャトルバス（平日昼）1日4往復運行、ナイト
号7/22-8/15運行、周遊ツアーバス4本運行

【アウトカム（当初目標）】
シャトルバス（昼間）・・・・・・前年比15％UP
インバウンド乗車・・・・・・・・乗車500名
 周遊ツアーバス・・・・・・・・・ツアー催行率65％
 延べ乗車人員・・・・・・・乗車4,400名（昨年3,833名）
ツアー満足度・・・・・・・・・・・・65％以上
＊実績として乗車率は前年比173%、インバウンド乗車1,080
名、ツアー催行率100%、延べ乗車人員6,735名、ツアー満足
度94% （別紙アンケートにて満足度評価あり）

【結果総括】
乗車人員目標（当初4,400名）に対して6,735名（153％を
達成し来年度の自走化への道筋を見出すことができた。

５．次年度へ向けての事業計画等
（2025年度の完全自走化へ向けて）

    ●2022年度 乗車実績3,833名達成（当初目標1,000名）
●2023年度 乗車実績6,735名達成（当初目標4,400名）
➺2024年度 乗車人数8,000名目標
➺2025年度 乗車10,000名で自走化

ターゲットの検証、DX採用、多言語化、PDCAにより
グリーン期の外国人インバウンド層の獲得増を目指す。

４．結果を踏まえたまとめ

本事業の実施により、長年の両町の連携課題に対して観光と経済を軸とした連携
加速のきっかけと起爆剤としてオープントップバスが持つ魅力を引き出すことが
できた。（行政区域に捉われない「利用者主義」を貫くことができた）

●地域バス交通の2社による連携
実施へ向けての検討過程において、利用者の利便性に拘ったダイヤの計画と運行
の効率性から、倶知安町の道南バスとニセコ町のニセコバスとが連携しながら１
つの事業を行う2社2台運行の継続。両社で運行効率を高め2台の運行とした結果、
相乗効果が最大化された。

●販売へ向けてのプロモーション
上記のコスト増から販促費・広告宣伝費の圧縮に努めメディアのパブリシティを
徹底的に行った。その結果道内メディアを惹きつけ、タイミングを逸しない効果
的なプロモーションと併せて、口コミやリピーターの創出へつなげている。ＳＮ
ＳとＤＸ化も奏功した。

●アテンダント教育の強化（リスキニング）
ホスピタリティを高め、マニュアルによる危機管理能力の向上、パーソナリティ
重視のアテンダント技術の共有などで乗客に対する満足度向上を強化した。

●持続的事業としての二次交通へ向けて
これまで両町が別々となって実施してきた施策と異なり、乗客の回遊性を促し、
経済を分散化させることでニセコエリア全体のプロモーションにもつながった。
宿泊税や旅先納税を原資とした「自主財源化」も同時併行で進めており、3年継続
後の自走化を目指していく。

●観光地としての住民理解の促進
市街地への人流を促すことでのニセコエリア経済圏の広域化を図った。地域経済
の最大化はもちろん住民を巻き込むことでサステナブルに欠かせない住民理解も
同時に実現する事業である。（住民割の促進など地域へ波及）

事務局名：（一社）倶知安観光協会【KTA】

事業報告書
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スカイバスニセコ 本事業の狙い

１、ニセコエリアの連携の見える化
（二次交通の広域化）

２、観光に対する住民理解の促進
（二次交通のエンタメ化）

３、繁閑差の解消と持続的事業の推進
（グリーンシーズンの起爆剤）

「目指したコト」

地域で稼ぐDMO・地域と共に稼ぐDMCの具現化を目指す！
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■２階建てオープントップバス「スカイバスニセコ」の事業モデル

東京「練馬ナンバー」から
ニセコ「札幌ナンバー」へ

＊航路で輸送

【使用車両】所有会社：日の丸自動車興業（東京）
スペイン製UNVI（エンジン：メルセデス）
２階建てオープントップバス
【運行会社】ニセコバス（1台）・道南バス（1台）

北海道ニセコに降り立ったスカイバス

銀座（東京）を走るスカイバス

梅雨や長雨、猛暑の続く東京。。
7－8月の北海道観光トップシーズン
にインフラをリースし運行
＊地元のバス会社が運行する





ナイトタイムエコノミー創出

Hanazono Mountain Lights



トンネルスポット

青空とおいしい空気
パワースポット羊蹄山

女子旅

高橋牧場

音声ガイド
システム



キャッシュレスNFCスマートプレート



メディア掲載（抜粋）
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各地でのプロモーション（昨年度の大型ビジョンでの放映）

すすきの

札幌PARCO 札幌駅前（南口）

新千歳空港北広島エスコン札幌ジュンク堂書店
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各地でのプロモーション（サイネージ広告）

JRタワー札幌ピラービジョンサツエキビジョン
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各地でのプロモーション（サイネージ広告）

モユクCocono すすきの
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その他プロモーション（メディアのクロスプロモーション）

韓国系メディア

Otone（8月号）
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スカイバスニセコ２０２３ 目標

１、地元バス会社の安定経営とドライバー確保
「安定経営なくして事業化は成し遂げない」

２、宿泊税原資の財源確保と乗車券収入のUP

宿泊税・旅先納税の財源 ➺ 2％定率制

３、長期的視野による観光まちづくりの推進

（住民へのベネフィット ➺ 観光振興と住民満足度の両立）

「事業化へ向けて」

昨年度の総乗客数 6,735名➺ 7,500名
目標比（111％達成）
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ｅ－ｍａｉｌ n_suzuki@niseko.co.jp
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